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健康で明るく 心豊かな 主体的人間の育成をはかる
【 校 訓 】

■健康な体 ■誠実な心 ■前進する力

２学期終業式でのメッセージ「心をつなぐ挨拶」
苫小牧市立光洋中学校長 大 橋 祐 之

このように体育館で、皆さんにお会いできること、お話しできることは、私にとっても、かけがえの

ない時間であり、この上ない喜びを感じます。

今日、２学期の終業式を迎えることができました。２学期は、新型コロナウイルス感染症に関わる学

級閉鎖等があったものの、教育活動、そして、特に学校行事が予定どおり実施できたことは、皆さんの

日常生活における感染予防対策などの成果だと思っています。

一方で、残念ながら、一部の部活動では、大会等に参加できないことがあったのも事実です。大会等

に向けて取り組んできた、その選手たちの心中は察するに余りあるものでした。

また、２学期のスタート時に、私から「昨日の自分より、一歩前進」すること、そして、「相手を尊

重する気持ち」を大切にすることについて、お話しさせていただきました。「どうでしたか」。自分自

身でも２学期を振り返ってほしいと思っています。

さて、冬休みを迎えるに当たって、一つお話しさせていただきます。

先日、白老町にある高校に行く機会があり、その学校に自家用車で向かっていました。学校の近くま

で行くと、歩いている生徒たちに出会いました。その時、出会った生徒たちは、立ち止まり、車を運転

している私に挨拶をしてくれました。一人とか二人ではありません。出会った生徒全員です。とてもす

がすがしい気持ちになりました。

翌日、その高校の教頭先生に電話で、感謝の気持ちを込めて、挨拶のことをお伝えしました。教頭先

生は、「先生方から指導しているわけではありません。先輩がやっていることを後輩たちが受け継いで

いるのだろうと思います」とおっしゃっていました。

さらには、皆さんの中にも、印象に残っている人がいるかも知れませんが、「FIFAワールドカップ（W

杯）カタール大会」の日本対クロアチア戦の試合終了後に、森保監督が、一人でゆっくりとスタンドの

前に向かい、胸に手を当てる仕草を見せ、頭を深く下げてファンやサポーターに謝意を示したことは、

メディアでも大きく報じられ、いろいろな意味で海外からも注目されました。「皆さんはどう思います

か」。

ここにいる皆さん（光洋中の生徒たち）方も、いつも丁寧な挨拶をしてくれます。是非とも、すがす

がしい挨拶を今後も続けていってほしいと思っています。

最後に、昨年度の２学期終業式でお話ししたことをもう一度繰り返します。

挨拶は誰もが行う当たり前の行為であると同時に、人間関係を築いていく上でとても重要なものとな

っています。挨拶の「挨」には「心を開く」という意味があり、「拶」には「心に近づく」という意味

があります。皆さんが範を示したとおり、「挨拶」は、「自分の心を開いて相手の心に近づいていく」

ということです。挨拶は、「心をつなぐ」という人間関係をスタートさせる大切な一歩となるわけです。

皆さんには、人の心をつなぐ力が備わっています。これからも、心ある挨拶を大切にしてほしいと思

います。



12月3日（土）に文化交流センターで苫小牧市中
学生主張発表大会が開催され、本校から生徒会長の

綿貫さんが代表として参加しました。「やる気があれ
ば」というテーマで生徒会役員選挙の在り方や役員

の選出の仕方に対する自らの考えを堂々と発表し、

見事優秀賞に輝きました。

本大会は毎年市内全中学校から代表16名が参加し

開催されています。その中でも綿貫さんの発表は斬

新な切り口で自らの考えをまとめ、わかりやすくそ

して生徒会役員選挙の新たな指針を示してくれる内

容でした。

１日（日）元日 学校閉庁日(～1/5) ２２日（日）バスケ冬季大会
５日（木）北海道中学生インドアソフトテニス選手権大会 ２３日（月）駒澤推薦・専願入試

９日（月）成人の日 ２４日（火）北海道栄推薦・SC・SCα入試
１０日（火）冬休み学習会 苫高商推薦・専願入試

苫小牧地区中学校ソフトテニス冬季研修大会 ２７日（金）特別支援学校高等部入学者選考
１１日（水）冬休み学習会 ３０日（月）生活向上週間(～2/3)
１４日（土）バスケ冬季大会

１６日（月）3学期始業式 職員会議 ＜給食なし＞
１９日（木）常任委員会

２０日（金）全協 英検
中央高推薦・専願入試

大谷室蘭推薦入試 ○新型コロナウィルス感染症の状況により、行事等
２１日（土）苫高専推薦入試 札幌日大推薦入試 に変更が生じる場合がございます。変更につきま

立命館推薦入試 バスケ冬季大会 しては、書面またはさくら連絡網でお知らせします。

１月の行事予定

12月29日（木）～1月5日（木）までの学校閉庁期間

中、職員は不在になります。緊急時の連絡は市教

育委員会(32-6739)までお願いします。
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